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謹

賀

新

年

平
成
十
九
年

元
旦

年
頭
の
ご
挨
拶

ご
家
族
お
揃
い
で
新
し
い

年
、
平
成
19
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
一
年
間
、
町
内
会
と

し
て
数
々
の
事
業
を
取
り
組

み
、
町
民
の
皆
様
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
内
会
と
し
て
今
年
も

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
中
心
に
防
犯
、
防
災
、

防
火
等
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
一
層

の
ご
協
力
・
ご
参
加
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

ご
家
族
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

平
成
19
年

元
旦

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
に
多
く
の
皆
様
の
応
募
を

２００７年元旦の初日の出（神道山より撮影）と初詣の方には福福だいこんが振る舞われる

クロスワードクイズ
申込要綱

◇申込用紙
別紙「用紙」で申し込

みをお願いします。

◇締切
１月末日

◇申込先
楠木会長まで

◇賞品
正解者10名の方に賞品
を贈呈。正解者多数の
場合は抽選とします。



昨
年
の
12
月
28
日
（
木
）

花
尻
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
恒

例
の
年
末
夜
回
り
を
行
い
ま

し
た
。

午
後
６
時
か
ら
の
出
発
式

で
は
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

（
５
・
６
年
生
）
、
育
成
会

役
員
、
消
防
局
庭
瀬
出
張
所

（
４
名
参
加
）
、
消
防
団
、

婦
人
部
な
ど
約
40
人
が
出
席

し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
は
楠
木
町
内
会
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
庭
瀬
出
張
所

高
山
所
長
、
赤
井
消
防
団
員
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
注
意
事
項
を

聞
い
た
後
、
２
班
に
分
か
れ
、

消
防
団
の
方
の
先
導
で
き
き
ょ

う
公
園
を
出
発
し
ま
し
た
。

き
き
ょ
う
公
園
を
出
発
し
た

子
ど
も
達
は
１
班
が
み
ど
り
町

方
面
に
、
も
う
１
班
が
あ
か
ね
・

本
町
方
面
に
向
か
い
ま
し
た
。

夜
回
り
に
は
育
成
会
役
員
も
同

行
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
拍
子
木
を
鳴
ら

し
、
「
火
の
用
心
」
と
大
き
な

声
で
町
内
を
回
り
ま
し
た
。

約
30
分
で
出
発
地
の
き
き
ょ

う
公
園
に
到
着
し
、
参
加
の
子

ど
も
達
に
お
菓
子
と
庭
瀬
出
張

所
か
ら
頂
い
た
ミ
カ
ン
が
配
ら

れ
ま
し
た
。

当
日
は
風
の
強
く
、
寒
い
日

で
し
た
が
、
子
ど
も
達
は
元
気

に
夜
回
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

恒
例
の
年
末
夜
警
は
12
月
28

日
よ
り
30
日
ま
で
の
三
日
間
、

延
べ
73
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま

し
た
。

初
日
の
28
日
は
き
き
ょ
う
町

が
当
番
（
責
任
者

山
田
副
会

長
）
、
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

29
日
は
み
ど
り
町
の
当
番
（
責

任
者

普
門
副
会
長
）
、
23
人

が
参
加
、
三
日
目
の
30
日
は
本

町
（
責
任
者

赤
井
副
会
長
）
、

あ
か
ね
町
（
長
櫓
副
会
長
）
の

当
番
、
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
日
も
寒
い
日
で
し

た
が
、
雨
や
雪
は
降
ら
ず
、
比

較
的
恵
ま
れ
た
天
候
で
し
た
。

午
後
８
時
頃
に
は
集
会
所
に

集
ま
り
、
し
ば
ら
く
歓
談
を
し

な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

午
後
10
時
に
２
班
に
分
か
れ
、

消
防
団
の
方
の
先
導
で
一
回
目

の
巡
回
に
出
発
し
ま
し
た
。

拍
子
木
を
叩
き
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
を
使
い
、
全
員
で
防
犯
・

防
火
を
町
民
に
訴
え
ま
し
た
。

約
40
分
で
町
内
を
一
周
し
、

集
会
所
に
到
着
し
ま
し
た
。

み
か
ん
や
お
菓
子
、
夜
食
を

食
べ
た
り
、
歓
談
し
た
り
し
な

が
ら
し
ば
ら
く
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

午
後
11
時
半
頃
か
ら
片
付
け

を
行
い
、
巡
回
を
し
な
が
ら

家
路
に
向
か
い
ま
し
た
。

ま
た
、
30
日
の
午
後
11
時
過

ぎ
に
逢
沢
先
生
も
激
励
に
お
見

え
に
な
り
、
政
治
や
近
況
に
つ

い
て
お
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

夜
警
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、

寒
い
中
ご
苦
労
様
で
し
た
。

婦
人
部
の
皆
様
も
大
活
躍
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花
尻
町
内
会

年
末
夜
警
を
三
日
間
行
う

出発式で挨拶をする庭瀬出張所の高山所長

防
犯
・
防
火
を
訴
え
、
町
内
を
巡
回
し
ま
し
た

寒く、風の強い中、元気に夜回りをする子ども達

寒い中、防火を訴え、町内を巡回する皆さん

逢沢先生が激励に駆けつけ参加者と歓談

こ
の
度
も
婦
人
部
の

方
に
は
28
日
の
買
い
出

し
か
ら
連
日
の
準
備
・

片
付
け
、
そ
し
て
、
大

晦
日
の
早
朝
か
ら
掃
除

や
片
付
け
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
変
風
も
強

く
、
寒
い
日
だ
っ
た
28

日
の
子
ど
も
達
に
よ
る

夜
回
り
の
出
発
式
に
参

加
し
て
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦人部の方には大変お世話になりました



平
成
19
年
度
の
町
内
会
総
会

を
４
月
29
日
（
日
）
午
後

６
時
よ
り
町
内
会
集
会
所
で
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
は
現
在
の
町
内
会
理
事
・

土
木
委
員
、
新
年
度
の
代
議
員

の
方
で
す
。

こ
の
度
の
総
会
は
２
年
に
一

度
の
役
員
改
選
の
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
は
３
月

中
に
は
次
の
役
員
を
決
め
て
下

さ
い
。
な
お
、
再
選
は
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
理
事
（
15
世
帯
に
１
名

程
度
）
、
◆
土
木
委
員

（
各
ブ
ロ
ッ
ク
任
意
）
、

◆
自
衛
消
防
団
（
15
世
帯

に
１
名
程
度
）
◆
代
議
員

（
５
世
帯
に
１
名
程
度
）

◆
班
長
（
各
班
任
意
）
、

◆
体
協
役
員
（
各
ブ
ロ
ッ

ク
２
名
程
度
）

総
会
の
準
備
と
し
て
２
回
の

役
員
会
を
左
記
の
よ
う
に
開
催

致
し
ま
す
。
現
在
の
町
内
会
役

員
の
方
は
ご
出
席
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

◆
３
月
25
日
（
日
）
午
後
６
時

総
会
資
料
の
読
み
合
わ
せ

◆
４
月
８
日
（
日
）
午
後
６
時

総
会
資
料
の
作
成

ま
た
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
今
月
号
の
町

内
新
聞
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

目
を
通
し
て
下
さ
い
。
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第
４
回
町
内
会
合
同
役
員
会
を
開
催
！

去
る
、
11
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
よ
り
集
会
所
に
於
い
て
、

町
内
会
役
員
、
各
団
体
代
表
者
40
人
が
出
席
し
、
第
４
回
合
同

役
員
会
を
開
催
し
、
平
成
19
年
度
町
内
会
総
会
、
囲
碁
・
将
棋
・

五
目
並
べ
大
会
、
「
吉
備
の
中
山
を
守
る
会
」
会
員
募
集
、
花

尻
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
入
退
団
式
（
３
／
17
〈
土
〉
10
時

集
会

所

４
～
６
年
生
出
席
）
、
年
末
夜
警
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
内
容
を
協
議
す
る
た
め
、
12
月
３
日

に
町
内
会
３
役
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

エ
ス
テ
ー
ト
セ
イ
ワ
（
み
ど
り
町
）
よ
り
ご
寄
付
の

桜
の
植
栽
を
き
き
ょ
う
公
園
で
行
い
ま
し
た

は
と
ぽ
っ
ぽ

囲
碁
・
将
棋
五
目
並

べ
大
会
に
ご
参
加
を
！

来
る
１
月
21
日
（
日
）
午

後
１
時
よ
り
恒
例
の
「
囲
碁
・

将
棋
・
五
目
並
べ
大
会
」
を

開
催
致
し
ま
す
。

交
流
と
親
睦
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
が
、
上
位
入
賞
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

賞
品
も
た
く
さ
ん
準
備
を
し

て
い
ま
す
。
振
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。
特
に
子
ど
も
達

の
参
加
は
大
歓
迎
で
す
。
甘

酒
や
お
菓
子
、
ミ
カ
ン
な
ど

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
総
会
は
４
月
29
日
（
日
）
に
開
催

去
る
12
月
19
日
（
火
）

に
「
は
と
ぽ
っ
ぽ

ク
リ

ス
マ
ス
会
」
を
行
い
ま

し
た
。

以
前
に
活
動
で
作
っ

た
手
作
り
の
楽
器
を
歌

に
合
わ
せ
て
鳴
ら
し
て

い
る
と
、
鈴
の
音
が
聞

こ
え
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
登
場
し
ま
し
た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と

一
緒
に
写
真
を
写
し
た

り
プ
レ
ゼ
ン
ト
貰
っ
て

子
ど
も
達
は
大
喜
び
で

し
た
。

去
る
12
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
よ
り
き
き
ょ
う

公
園
で
㈱
エ
ス
テ
ー
ト
セ

イ
ワ
さ
ん
よ
り
ご
寄
付
頂

い
桜
を
植
樹
（
記
念
樹
）

を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
セ
イ
ワ
よ
り

生
田
会
長
、
中
村
さ
ん
、

町
内
会
よ
り
楠
木
会
長
、

長
櫓
副
会
長
、
普
門
副
会

長
、
赤
井
会
計
、
則
武
親

和
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
南
東
の
隅
に
社

長
就
任
記
念
樹
の
桜
を
植

樹
し
ま
し
た
。
（
写
真
上
）

ま
た
、
公
園
の
東
・

南
側
と
鉄
塔
の
南
に
約

20
本
の
桜
を
植
樹
し
ま

し
た
。
５
～
６
年
す
れ

ば
き
れ
い
な
花
が
咲
く

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
心
な
い
人

の
為
２
本
の
桜
が
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。
も

し
、
悪
戯
を
す
る
人
を

見
か
け
た
場
合
は
役
員

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

そ
し
て
、
金
一
封
で

は
テ
ン
ト
を
購
入
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
町
内

会
会
費
徴
収
は
２
月

中
に
お
願
い
し
ま
す

今
年
度
も
３
ヶ
月
足
ら
ず

と
な
り
４
月
29
日
（
日
）
に

平
成
19
年
度
町
内
会
総
会
が

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
平

成
18
年
度
の
決
算
は
３
月
中

に
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

つ
い
て
は
、
今
年
度
（
平

成
19
年
３
月
ま
で
）
の
町
内

会
費
を
２
月
中
に
徴
収
致
し

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

記念樹を植樹する町内会三役、親和会会長と生田会長

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
当
番
予
定
表

◆
１
月
20
日
（
土
）
20
時

広
報
部
、
編
集
委
員
会

◆
２
月
17
日
（
土
）
20
時

福
利
厚
生
部
、
ソ
フ
ト
役
員

◆
３
月
17
日
（
土
）
20
時

庶
務
部
、
土
木
委
員

◆
４
月
22
日
（
日
）
20
時

防
犯
防
火
部
、
消
防
団

◆
５
月
19
日
（
土
）
20
時

保
健
衛
生
部
、
育
成
会

◆
６
月
16
日
（
土
）
20
時

組
織
部
、
体
協

※
関
係
者
の
ご
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

町
内
会
３
役
会
議
も
開
催

総
会
等
詳
細
を
協
議

新
役
員
選
出
は
３
月
中

総
会
資
料
づ
く
り
の

役
員
会
に
ご
出
席
を



去
る
12
月
15
日
（
金
）
午

後
６
時
よ
り
町
内
集
会
所
に

お
い
て
親
和
会
会
員
44
人
が

参
加
し
て
親
和
会
の
忘
年
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

則
武
親
和
会
会
長
に
挨
拶

に
続
き
、
楠
木
町
内
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
風
早
副
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
に
よ
り
宴
会
は
始

ま
り
ま
し
た
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
酒
を
酌

み
交
わ
し
、
話
し
に
花
が
咲

き
、
時
の

経
つ
の
も

忘
れ
、
楽

し
く
有
意

義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し

た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

花
尻
き
き
ょ
う

公
園
で
樹
木
の
剪

定
を
行
い
ま
し
た
。

樹
木
も
成
長
す
る
と
様
々

な
支
障
が
生
じ
ま
す
。
こ
の

度
も
樹
木
が
繁
り
見
通
し
が

悪
い
。
虫
が
付
く

等
の
声
が
あ
り
、

親
和
会
の
則
武
康

彦
さ
ん
、
堀
さ
ん

の
２
人
に
剪
定
を

し
て
頂
き
、
片
付

け
は
後
藤
さ
ん
も

一
緒
に
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
後
日
、

剪
定
し
た
樹
木
は

岡
山
市
で
片
付
け

て
頂
き
ま
し
た
。
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き
き
ょ
う
公
園
で
樹
木
の
剪
定
が
行
わ
れ
る

「吉備中山を守る会」に加入しませんか

去る11月23日(祝)愛育委員会主催の「健康ウォーク」が行

われました。その時に御陵（吉備中山）を中心に遊歩道や史

跡・旧跡がきれいに整備されていました。これは、月１～２

回、吉備中山を守る会の方が整備されていることを知りまし

た。そして、現在の「吉備中山守る会」のメンバーは中山学

区の方のみですが、「今後は陵南学区、吉備学区、鯉山学区

に会員を拡げていきたい」とのことでした。

これに協力するため、陵南学区でも会員を募集しています。

花尻町内も車山古墳（前方後円墳）に接しています。しかし、

年２回の草苅では十分でありません。手始めに車山古墳の整

備から始めてはどうでしょうか。その為にもボランティア組

織である「吉備中山を守る会」を立ち上げています。

多くの方のご賛同を戴き、ご入会をお願いします。

親
和
会
の
忘
年
会
に
44
人
が
出
席

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で

１
５
２
，
５
１
３
円

の
募
金
が
集
ま
る

去
る
10
月
よ
り
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
」
を
皆
様

に
お
願
い
し
、
２
５
９
世

帯
、
１
５
２
，
５
１
３
円

（
前
年
度
は
１
９
４
，
５

８
３
円
）
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
各
種
福
祉

施
策
に
使
わ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。

募
金
を
し
て
頂
い
た
方
々

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

山
内
咲
季
チ
ャ
ン
（
あ
か
ね
町
）
福
祉
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞

第
26
回
岡
山
市
障
害
者
福
祉
大
会
開
か
れ
る

去
る
12
月
10
日
（
日
）

午
前
11
時
よ
り
岡
山
市
立

市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
岡
山
市
・
岡
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
・
岡
山
市
障

害
者
団
体
連
合
会
主
催
の

第
26
回
岡
山
市
障
害
者
福

祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
側
の
高
谷
市
長

と
岡
山
市
障
害
者
団
体
連

合
会
宮
本
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
ご
来
賓
の
挨
拶
に
続

き
、
永
年
障
害
者
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
方
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
岡
山
市
障
害
者

福
祉
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
（
写

真
、
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
）
の

入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

小
学
生
の
作
文
の
部
で
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
花
尻
あ

か
ね
町
の
山
内
咲
季
チ
ャ
ン

は
賞
状
と
記
念
品
を
高
谷
市

長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
最
優
秀
作
文
の

朗
読
（
小
・
中
・
高
）
が
行

わ
れ
、
約
八
〇
〇
人
の
参
加

者
の
多
く
が
感
動
し
、
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
咲
季
チ
ャ
ン
の
お

母
さ
ん
も
写
真
の
部
で
優
秀

賞
と
な
り
、
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

作文を朗読する山内咲季チャン

高谷市長より最優秀賞を受賞された咲季チャン

郷土の史跡・旧跡、自然は自らが守ろう

剪定された樹木の枝 スッキリしました


